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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月10日(2011.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　本明細書では、本明細書の主題の実施形態がある種の特徴または要素を含む、包含する
、含有する、有する、それらからなるまたはそれらによって構成されるもしくはそれらを
構成するとして述べられるかまたは記載される場合、特に明確に述べられない限りまたは
用法の前後関係によって反対を示唆されない限り、明確に述べられるかまたは記載される
ものに加えて１つまたはそれ以上の特徴または要素が実施形態に存在してもよい。しかし
ながら、本明細書の主題の代わりの実施形態は、ある種の特徴または要素から本質的にな
るとして述べられてもまたは記載されてもよく、その実施形態では、操作の原理または実
施形態の際立った特性を実質的に変えるであろう特徴または要素はそれらの中に存在しな
い。本明細書の主題のさらなる代わりの実施形態は、ある種の特徴または要素からなると
して述べられてもまたは記載されてもよく、その実施形態では、またはそれの実体のない
変形では、具体的に述べられるまたは記載される特徴または要素が存在するに過ぎない。
　本明細書に引用される全ての特許および特許出願は、参照により本明細書の一部として
本明細書によって援用される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
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１．式（Ｉ）：
　Ｒ（Ｓ５Ａ１）ｒ（Ｓ３Ｂ１）ｐＳ１－Ｄ－Ｓ２（Ｂ２Ｓ４）ｑ（Ａ２Ｓ６）ｔＲｐ　
 （Ｉ)
［式中、Ｄはイソマンニド：
【化２８】

から誘導される二価部分であり；
　Ｓ１およびＳ２は、－Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－、および－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－からなる群から
それぞれ独立して選択される連結基であり；
　Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、およびＳ６は、共有結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ
（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ１－、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ
）Ｏ－、－ＳＣ（Ｏ）－、および－Ｃ（Ｏ）Ｓ－からなる群からそれぞれ独立して選択さ
れる連結基であり；
　Ｒ１は、水素またはＣ１～Ｃ４アルキルであり；
　各Ｂ１およびＢ２は、１～１６個の炭素原子を有する；場合により１つまたはそれ以上
の縮合環を有するおよび場合によりＬで一置換もしくは多置換された脂肪族および芳香族
炭素環および複素環基からなる群から独立して選択される二価基であり；
　Ｌは、置換基Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、および－ＮＯ２；ならびに１つまたはそれ以上の炭素
原子が場合によりＦまたはＣｌで置換されている、１～８個の炭素原子を有する、アルキ
ル、アルコキシ、アルキルカルボニル、およびアルコキシカルボニル基からなる群から選
択され；
　Ａ１は、群－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－および－Ｃ（Ｏ）Ｏ－から
選択される連結基で場合により中断される、２～２０個の炭素原子を有する二価の直鎖も
しくは分枝鎖アルキルであり；
　Ａ２は、群－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－および－Ｃ（Ｏ）Ｏ－から
選択される連結基で場合により中断される、３～２０個の炭素原子を有する二価の直鎖も
しくは分枝鎖アルキルであり；
　Ｒは、水素、Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＮＯ２、および群－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、
－ＯＣ（Ｏ）－または－Ｃ（Ｏ）Ｏ－から選択される連結基で場合により中断される、１
～２０個の炭素原子を有する一価の直鎖もしくは分枝鎖アルキルからなる群から選択され
；
　Ｒｐは重合性基であり；
　ｐおよびｑはそれぞれ独立して１または２の整数であり；
　ｒおよびｔはそれぞれ独立して０または１の整数であり；
ただし、Ｒが水素原子、Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、または－ＮＯ２であり、ｒが１であるとき、
Ｓ５は共有結合であり；Ｒが水素原子、Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、または－ＮＯ２であり、ｒが
０であるとき、Ｓ３は共有結合である］
の構造で表される化合物。
２．－ＲｐがＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２）－、グリシジルエーテル、プロペニルエーテル、オキセ
タン、ならびに１，２－、１，３－、および１，４－置換スチリルおよびアルキル置換ス
チリル基からなる群から選択され、Ｒ２が水素、Ｃｌ、Ｆ、またはＣＨ３である上記１に
記載の化合物。
３．ｔ＝０であり、基－Ｓ４－ＲｐがＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－であり、Ｒ２

が水素または－ＣＨ３である上記１に記載の化合物。
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４．ｔ＝１であり、基－Ｓ６－ＲｐがＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－であり、Ｒ２

が水素または－ＣＨ３である上記１に記載の化合物。
５．Ｓ１およびＳ２が－ＯＣ（Ｏ）－である上記１に記載の化合物。
６．Ｂ１およびＢ２がそれぞれ独立して、１，４－シクロヘキシル、２，６－ナフチル、
４，４’－ビフェニル、およびＲ１１－置換－１，４－フェニル（ここで、Ｒ１１はＨ、
－ＣＨ３または－ＯＣＨ３である）からなる群から選択される二価基である上記１に記載
の化合物。
７．式（Ｉ）が式（ＩＩ）：
【化２９】

（式中、ｋは０または１であり；Ｒは直鎖もしくは分枝鎖Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３であり；Ｒ２は水素、Ｃｌ、Ｆ、またはＣＨ３で
ある）
である上記１に記載の化合物。
８．式（Ｉ）が式（ＩＩＩ）：
【化３０】

（式中、ｋは０または１であり；ｎは３～２０の整数であり；Ｒは直鎖もしくは分枝鎖Ｃ

１～Ｃ２０アルキルであり；Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３であり；Ｒ２は水素
、Ｃｌ、Ｆ、またはＣＨ３である）
である上記１に記載の化合物。
９．式（Ｉ）が式（ＩＶ）：
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【化３１】

（式中、ｋは０または１であり；Ｒは直鎖もしくは分枝鎖Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３であり；Ｒ２は水素、Ｃｌ、Ｆ、またはＣＨ３で
ある）
である上記１に記載の化合物。
１０．式（Ｉ）が式（Ｖ）：

【化３２】

（式中、ｋは０または１であり；ｎは３～２０の整数であり；Ｒは直鎖もしくは分枝鎖Ｃ

１～Ｃ２０アルキルであり；Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３であり；Ｒ２は水素
、Ｃｌ、Ｆ、またはＣＨ３である）
である上記１に記載の化合物。
１１．式（Ｉ）が式（ＶＩ）：
【化３３】

（式中、ｋは０または１であり、Ｒは直鎖もしくは分枝鎖Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３であり；Ｒ２は水素、Ｃｌ、Ｆ、またはＣＨ３で
ある）
である上記１に記載の化合物。
１２．上記１に記載の少なくとも１種の化合物を含む重合性液晶組成物。
１３．式（ＶＩＩ）：
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【化３４】

［式中、
　Ｒ２は、群：Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、およびＣＨ３から独立して選択され；
　ｎ１およびｎ２は、独立して、整数３～２０であり；
　ｕおよびｖは、独立して、整数０、１または２であり；
　Ａは、群：
【化３５】

（式中、
　Ｒ３～Ｒ１０は、群：Ｈ、Ｃ１～Ｃ８直鎖もしくは分岐鎖アルキル、Ｃ１～Ｃ８直鎖も
しくは分岐鎖アルキルオキシ、Ｆ、Ｃｌ、フェニル、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、ＣＮ、およびＣ
Ｆ３から独立して選択され；
　Ｘ２は、群：－Ｏ－、－（ＣＨ３）２Ｃ－、および－（ＣＦ３）２Ｃ－から選択される
二価基である）
から選択される二価基であり；
　各Ｂ３およびＢ４は、群：２，６－ナフチル、４，４’－ビフェニル、およびＲ１１－
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置換－１，４－フェニル（ここで、Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３である）から
独立して選択される二価基であり；
ただし、ｕ＋ｖの合計が３または４に等しいとき、Ｂ３およびＢ４の少なくとも１つはＲ

１１－置換－１，４－フェニルである］
の化合物をさらに含む上記１２に記載の重合性液晶組成物。
１４．式（ＶＩＩ）中で、ｕが１であり、ｖが０であり、式（ＶＩＩ）が式（ＶＩＩＩａ
）：
【化３６】

［式中、Ｒ２は独立してＨまたはＣＨ３であり；Ｒ３～Ｒ６は独立してＨまたは－ＣＨ３

であり；Ｂ３はＲ１１－置換－１，４－フェニル（ここで、Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または
－ＯＣＨ３である）である］
である上記１２に記載の重合性液晶組成物。
１５．式（ＶＩＩ）中で、ｕおよびｖが１であり、式（ＶＩＩ）が式（ＩＸａ）：

【化３７】

［式中、Ｒ２は独立してＨまたはＣＨ３であり；Ｒ３～Ｒ６は独立してＨまたは－ＣＨ３

であり；Ｂ３およびＲ４はＲ１１－置換－１，４－フェニル（ここで、Ｒ１１はＨ、－Ｃ
Ｈ３または－ＯＣＨ３である）である］
である上記１２に記載の重合性液晶組成物。
１６．上記１２または１３に記載の組成物のポリマーを含むポリマー網状構造。
１７．ＬＨＣＰＬを反射する上記１６に記載のポリマー網状構造。
１８．最大反射の波長を約２８０～約２０００ｎｍの範囲に有する上記１７に記載のポリ
マー網状構造。
１９．最大反射の波長を７００～約１２００ｎｍの範囲に有する上記１７に記載のポリマ
ー網状構造。
２０．光学素子である上記１６に記載のポリマー網状構造。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　式（Ｉ）：
　Ｒ（Ｓ５Ａ１）ｒ（Ｓ３Ｂ１）ｐＳ１－Ｄ－Ｓ２（Ｂ２Ｓ４）ｑ（Ａ２Ｓ６）ｔＲｐ　
 （Ｉ)
［式中、Ｄはイソマンニド：
【化１】

から誘導される二価部分であり；
　Ｓ１およびＳ２は、－Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－、および－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－からなる群から
それぞれ独立して選択される連結基であり；
　Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、およびＳ６は、共有結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ
（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ１－、－ＮＲ１Ｃ（Ｏ
）Ｏ－、－ＳＣ（Ｏ）－、および－Ｃ（Ｏ）Ｓ－からなる群からそれぞれ独立して選択さ
れる連結基であり；
　Ｒ１は、水素またはＣ１～Ｃ４アルキルであり；
　各Ｂ１およびＢ２は、１～１６個の炭素原子を有する；場合により１つまたはそれ以上
の縮合環を有するおよび場合によりＬで一置換もしくは多置換された脂肪族および芳香族
炭素環および複素環基からなる群から独立して選択される二価基であり；
　Ｌは、置換基Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、および－ＮＯ２；ならびに１つまたはそれ以上の炭素
原子が場合によりＦまたはＣｌで置換されている、１～８個の炭素原子を有する、アルキ
ル、アルコキシ、アルキルカルボニル、およびアルコキシカルボニル基からなる群から選
択され；
　Ａ１は、群－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－および－Ｃ（Ｏ）Ｏ－から
選択される連結基で場合により中断される、２～２０個の炭素原子を有する二価の直鎖も
しくは分枝鎖アルキルであり；
　Ａ２は、群－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）－および－Ｃ（Ｏ）Ｏ－から
選択される連結基で場合により中断される、３～２０個の炭素原子を有する二価の直鎖も
しくは分枝鎖アルキルであり；
　Ｒは、水素、Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、－ＮＯ２、および群－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、
－ＯＣ（Ｏ）－または－Ｃ（Ｏ）Ｏ－から選択される連結基で場合により中断される、１
～２０個の炭素原子を有する一価の直鎖もしくは分枝鎖アルキルからなる群から選択され
；
　Ｒｐは、ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ２）－、グリシジルエーテル、プロペニルエーテル、オキセタ
ン、ならびに１，２－、１，３－、および１，４－置換スチリルおよびアルキル置換スチ
リル基からなる群から選択され、Ｒ２が水素、Ｃｌ、Ｆ、またはＣＨ３である重合性基で
あり；
　ｐおよびｑはそれぞれ独立して１または２の整数であり；
　ｒおよびｔはそれぞれ独立して０または１の整数であり；
ただし、Ｒが水素原子、Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、または－ＮＯ２であり、ｒが１であるとき、
Ｓ５は共有結合であり；Ｒが水素、Ｆ、Ｃｌ、－ＣＮ、または－ＮＯ２であり、ｒが０で
あるとき、Ｓ３は共有結合である］
の構造で表される化合物。
【請求項２】
　請求項１に記載の少なくとも１種の化合物を含み、
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　さらに式（VII）：
【化２】

［式中、
　Ｒ２は、群：Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、およびＣＨ３から独立して選択され；
　ｎ１およびｎ２は、独立して、整数３～２０であり；
　ｕおよびｖは、独立して、整数０、１または２であり；
　Ａは、群：
【化３】

（式中、
　Ｒ３～Ｒ１０は、群：Ｈ、Ｃ１～Ｃ８直鎖もしくは分岐鎖アルキル、Ｃ１～Ｃ８直鎖も
しくは分岐鎖アルキルオキシ、Ｆ、Ｃｌ、フェニル、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、ＣＮ、およびＣ
Ｆ３から独立して選択され；
　Ｘ２は、群：－Ｏ－、－（ＣＨ３）２Ｃ－、および－（ＣＦ３）２Ｃ－から選択される
二価基である）
から選択される二価基であり；
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　各Ｂ３およびＢ４は、群：２，６－ナフチル、４，４’－ビフェニル、およびＲ１１－
置換－１，４－フェニル（ここで、Ｒ１１はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３である）から
独立して選択される二価基であり；
ただし、ｕ＋ｖの合計が３または４に等しいとき、Ｂ３およびＢ４の少なくとも２つはＲ

１１－置換－１，４－フェニルである］
の化合物を含む重合性液晶組成物。
【請求項３】
　請求項２に記載の組成物のポリマーを含むポリマー網状構造。
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